
総

代

行

事

覚

書

藤

之

宮

神

社

御

製

ぎ

よ

せ

い

さ
し
の
ぼ
る
朝
日
の
如
く
さ
わ
や
か
に
持
た
ま
ほ
し
き
は
心
な
り
け
り

明
治
天
皇
（
第

代
天
皇
）
御
製

1
2
2

ぎ
よ
せ
い

あ
さ
ご
と
に
向
か
う
鏡
の
く
も
り
な
く
あ
ら
ま
ほ
し
き
は
心
な
り
け
り

昭
憲
皇
太
后
（
明
治
天
皇
の
皇
后
）
御
製

あ
し
ひ
き
の
山
に
行
き
け
む
山
人
の
心
も
知
ら
ず
山
人
や
誰
れ

主
祭
神

舎
人
皇
子
御
製
（
万
葉
集
巻
二
〇

四
二
九
四
）

も
と
も
と
深
山
に
お
住
ま
い
の
は
ず
の
絶
世
の
美
女
＝
仙
女
で
あ
ら
れ
る
陛
下
が
、
山
へ
行
か

れ
た
と
か
お
っ
し
ゃ
る
お
心
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
陛
下
の
お
っ
し
ゃ
る
「
山
人
」
と
は
誰
の
こ

と
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
仙
女
と
は
、
山
村
の
村
人
の
こ
と
な
の
で
す
ね
。
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一

神
社
行
事
執
行
の
心
得

藤
之
宮
は
、
赤
童
子
東
区
に
生
育
す
る
作
物
、
植
物
、
河
川
、
そ
の
他
の

自
然
物
を
始
め
、
赤
童
子
東
区
に
住
む
人
々
の
生
活
全
般
を
お
守
り
な
さ
る

「
産
土
神
」
の
性
格
を
色
濃
く
残
し
た
神
社
で
、
赤
童
子
東
区
に
住
む
人
々

う
ぶ
す
な
が
み

が
共
同
で
祀
る
氏

社

で
あ
る
。
氏
神
の
地
域
（
周
辺
）
に
住
み
、
そ
の
祭

う
じ
や
し
ろ

礼
に
参
加
す
る
者
全
体
を
「
氏
子
」
と
称
す
る
。

氏
子
総
代
は
赤
童
子
東
区
の
区
会
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
六
人
が
兼

務
し
、
神
社
の
宗
教
上
の
機
能
に
関
す
る
事
項
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
神
職

を
補
佐
す
る
。
神
社
の
維
持
、
管
理
お
よ
び
神
社
行
事
の
運
営
に
関
す
る
事

項
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
神
社
（
お
よ
び
地
区
）
の
慣
習
・
伝
統
に
十
分
に

考
慮
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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二

神
社
行
事
と
準
備

１
、
境
内
の
月
例
清
掃

毎
月
の
第
一
日
曜
日
（
降
雨
の
場
合
は
第
二
日
曜
日
）
午
前
八
時
よ
り

、

。

班
長
お
よ
び
班
構
成
員
に
よ
り

班
別
区
割
表
の
各
区
分
の
清
掃
を
行
う

一
月
の
月
例
清
掃
は
、
十
二
月
二
十
九
日
以
前
の
日
曜
日
（
降
雨
の
場

合
は
翌
日
）
に
行
う
。

２
、
祭
礼
の
準
備
と
執
行

①

新
年
祭
（
一
月
一
日
）

※

十
二
月
二
十
九
日
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
日
曜
日
の
準
備
事
項

ア

注
連
縄
の
注
文
（
十
一
月
頃
岡
地
神
職
に
依
頼

・
取
り
替
え

）

し

め

な
わ

注
連
縄
は
「
右
太
左
細
」
に
張
る

し

め

な
わ
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イ

参
道
脇
に

幟

掲
揚
、
手
水
舎
の
清
掃
水
張
り

の
ぼ
り

て

み
ず

や

ウ

幕
張
と
国
旗
掲
揚
（
９
頁
参
照
）

エ

焚
火
・

篝

火
の
準
備

た
き

び

か
が
り

び

オ

厄
年
名
簿
と
厄
払
い
御
礼

カ

雅
楽
テ
ー
プ
・
再
生
装
置
の
準
備
・
点
検

キ

門
松
の
手
配(

江
南
フ
ラ
ワ
ー
が
設
置
）

※

十
二
月
三
十
一
日
の
準
備
事
項

ア

初
詣
客
の
接
待
準
備
（
甘
酒
の
素
・
生
姜
・
割
り
箸
）

イ

御
神
札
頒
布
の
準
備

ウ

神
饌
（
御
供
え
）
の
準
備
（
後
述
）

し
ん
せ
ん

エ

玉
串
（
榊
に
紙
垂
を
取
付
け
た
も
の
）
の
準
備
（
榊

本
）

し

で

25

オ

社
頭
の
門
松
飾
り
付
け
の
確
認

- 4 -

※

新
年
祭
当
日

ア

雅
楽
「
越
天
楽
」
の
テ
ー
プ
再
生

え

て
ん
ら
く

イ

三
種
の
神
器
の
設
置
（
９
頁
参
照
）

ウ

玉
串
の
配
置
（

頁
参
照
）

10

エ

神
饌
の
盛
付
・
飾
付
（

頁
に
図
示
）

し
ん
せ
ん

14

オ

藤
之
宮
御
札
・
神
宮
大
麻
の
頒
布

た
い

ま

カ

玉
串
の
奉
奠
（

頁
参
照
）

ほ
う
て
ん

11

キ

神
饌
と
直
会
（
お
下
が
り
）
の
配
布

し
ん
せ
ん

な
お
ら
い

直
会
は
神
と
人
が
共
食
す
る
こ
と

②

神
火
祭
《
左
義

長

・
ど
ん
ど
焼
き

（
一
月
十
四
日
）

》

し
ん

か

さ
い

さ

ぎ

ち
よ
う

ア

焚
火
用
の
井
桁
組
み

た
き

び

イ

点
火
と
餅
焼
き
用
の
燠
火
作
り

お
き
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③

例
祭
（
四
月
第
三
日
曜
日
）

神
輿
の
巡
行
コ
ー
ス
は
、
公
安
委
員
会
に

予

め
道
路
使
用
の
許
可

み

こ
し

あ
ら
か
じ

申
請
を
出
し
、
許
可
を
得
る
。

※

一
週
間
前
の
日
曜
日
お
よ
び
前
日
の
準
備
事
項

ア

神
輿
（
台
車
付

・
獅
子
頭
の
点
検

）

み

こ
し

イ

獅
子
御
宿
準
備
・
お
祓
い
の
依
頼

ウ

参
道
脇
に

幟

掲
揚

の
ぼ
り

エ

幕
張
と
国
旗
掲
揚
（
９
頁
参
照
）

オ

神
饌
の
準
備
（

頁
参
照
）

し
ん
せ
ん

13

カ

玉
串
の
準
備
（
榊

本
）

27

キ

祭
り
半
纏
の
頒
布

は
ん
て
ん

ク

本
厄
・
前
厄
・
後
厄
へ
の
祝
儀
・
酒
な
ど
の
準
備

- 6 -

※

例
祭
当
日

ア

三
種
の
神
器
の
設
置
（
９
頁
参
照
）

イ

玉
串
の
配
置
（

頁
参
照
）

10

ウ

神
饌
の
盛
付
・
飾
付
（

頁
に
図
示
）

し
ん
せ
ん

14

エ

玉
串
の
奉
奠
（

頁
参
照
）

ほ
う
て
ん

11

オ

直
会
に
代
え
て
神
職
に
神
饌
贈
呈

な
お
ら
い

し
ん
せ
ん

カ

三
厄
（
本
厄
・
前
厄
・
後
厄
）
の
送
迎
接
待
と
祝
儀

キ

子
ど
も
会
の
神
輿
（
台
車
付
）
巡
行

み

こ
し

④

神
送
り
（
旧
暦
九
月
晦
日
）
区
会
議
員
が
参
列

み
そ

か

篝

火
焚
き
（

予

め
薪
を
準
備
）

か
が
り

び

あ
ら
か
じ

酒
・
赤
飯
（
参
列
者
数
に
予
備
を
加
え
る

・
ア
タ
リ
メ
等
を
用
意

）
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⑤

神
迎
え
（
旧
暦
十
月
晦
日
）
区
会
議
員
が
参
列

み
そ

か

篝

火
焚
き
（

予

め
薪
を
準
備
）

か
が
り

び

あ
ら
か
じ

酒
・
赤
飯
（
参
列
者
数
に
予
備
を
加
え
る

・
ア
タ
リ
メ
等
を
用
意

）

⑥

月
次
祭
（
毎
月
第
一
ま
た
は
第
二
日
曜
日
）

つ
き
な
み
さ
い

新
年
祭
・
例
祭
の
月
を
除
き
、
毎
月
執
行

ア

本
殿
・
祭
文
殿
の
清
掃

さ
い
も
ん
で
ん

イ

神
饌
の
盛
付
・
飾
付
（
神
饌
は
当
番
が
準
備
、

頁
に
図
示
）

し
ん
せ
ん

し
ん
せ
ん

14

ウ

玉
串
の
準
備
（
榊
８
本

・
配
置
（

頁
参
照
）

）

11

エ

弊

（

頁
参
照
）

帛
（
御
幣
）
の
配
置

へ
い
は
く

11

オ

玉
串
の
奉
奠
（

頁
参
照
）

ほ
う
て
ん

11

- 8 -

３
、
土
用
干
と
清
掃

（
状
況
を
見
て
）
七
月
第
四
日
曜
日
午
前
九
時
か
ら
、
班
長
の
協
力
を

得
て
祭
文
殿
・
宝
物
殿
の
土
用
干
と
清
掃
を
行
う
。

さ
い
も
ん
で
ん

４
、
年
末
の
大
掃
除

十
二
月
二
十
九
日
以
前
の
日
曜
日
（
降
雨
の
場
合
は
翌
日
）
に
班
長
お

よ
び
班
構
成
員
に
よ
り
、
本
殿
・
祭
文
殿
・
社
務
所
・
拝
殿
お
よ
び
宝
物

さ
い
も
ん
で
ん

殿
の
清
掃
を
行
う
。

三

神
社
御
札
の
頒
布

１
、
神
宮
大
麻
、
藤
之
宮
大
麻
の
頒
布

た
い

ま

た
い

ま

伊
勢
神
宮
大
麻
、
及
び
藤
之
宮
大
麻
は
、
十
二
月
中
旬
に
前
年
の
名
簿

た
い

ま

た
い

ま
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を
参
考
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
希
望
者
に
頒
布
す
る
。

２
、
そ
の
他
の
頒
布
時
期

十
二
月
中
に
一
、
二
回
公
会
堂
前
に
て
頒
布
す
る
こ
と
も
あ
る
。
残
余

が
あ
れ
ば
新
年
祭
の
場
で
頒
布
す
る
。

四

祭
場
の
設
営

１
、
新
年
祭
・
例
祭

①

祭
文
殿
の
内
側
と
正
面
に
幕
を
張
り
、
国
旗
を
掲
揚
す
る
。

さ
い
も
ん
で
ん

②

三
種
の
神
器
は
、
左
右
双
方
に
五
色
の
播
を
掛
け
た
の
ち
向
か
っ
て

ば
ん

右
に
鏡
と
玉
、
左
に
剣
を
刃
を
下
向
き
に
掛
け
る
。

（

）

、

（

）

③

神
職
が
本
殿

神
殿

を
開
扉
の
の
ち
に

祭
壇
に
長
脚
の
案

台

あ
ん

- 10 -

を
奥
に
、
短
脚
の
案
を
手
前
に
し
て
並
べ
る
。

あ
ん

④

玉
串
を
案
に
乗
せ
、
本
殿
の
右
側
に
配
置
す
る
。

あ
ん

⑤

神
饌
は
三
方
に
盛
付
け
、
別
掲
の
要
領
で
案
に
並
べ
る
。

し
ん
せ
ん

あ
ん

ア
、
洗
米
、
酒
、
水
、
塩
、
餅
、
海
の
物
、
野
の
物
、
山
の
物

イ
、
餅
は
参
列
者
の
人
数
分
（
区
会
議
員
数
に
予
備
を
加
え
る
）

ウ
、
神
饌
は
新
鮮
な
季
節
の
物
を
選
ぶ
。

し
ん
せ
ん

エ
、
神
饌
は
三
方
に
収
ま
る
大
き
さ
で
、
数
は
奇
数
個
と
す
る
。

し
ん
せ
ん

オ
、
鯛
は
腹
部
を
神
前
に
向
け
、
右
に
供
え
る
場
合
は
頭
を
左
に
、
左

に
供
え
る
場
合
に
は
頭
を
右
に
向
け
る
。

２
、
月
次
祭

、

、

、

①

本
殿
の
扉
は
閉
じ
た
ま
ま
で

祭
壇
に
短
脚
の
案
を
置
い
て

洗
米

あ
ん

酒
、
水
、
塩
、
海
の
物
、
野
の
物
、
山
の
物
の
神
饌
を
盛
付
け
た
三
方

し
ん
せ
ん
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を
案
に
並
べ
る
（

頁
に
図
示

。
）

あ
ん

14

②

玉
串
を
準
備
し
、
案
に
乗
せ
て
右
に
配
置
す
る
。

あ
ん

帛
（
御
幣
）
を
案
に
乗
せ
て
中
央
に
配
置
す
る
。

③

弊へ
い
は
く

あ
ん

五

榊
と
玉
串

１
、
榊
は
賢
木
と
も
書
か
れ
、
榊
の
な
い
地
方
で
は
、
杉
、
樅
、
樫
、
松
お

さ
か

き

も
み

か
し

。

、

よ
び
柘
植
な
ど
の
常
緑
樹
を
榊
の
代
わ
り
に
使
う
所
も
あ
る

玉
串
と
は

つ

げ

榊
の
小
枝
に
紙
垂
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
神
に
捧
げ
て
真
心
を
示
す
も

し

で

の
で
あ
る
。

２
、
玉
串
奉
奠
（
玉
串
を
神
前
に
捧
げ
て
拝
礼
す
る
こ
と
）
の
作
法

ほ
う
て
ん

①

神
職
か
ら
玉
串
を
渡
さ
れ
た
と
き
、
右
手
で
玉
串
の
根
元
を
上
か
ら

- 12 -

覆
う
よ
う
に
持
ち
、
左
手
は
下
か
ら
葉
先
を
支
え
る
よ
う
に
持
つ
。
こ

の
と
き
、
左
手
（
葉
先
）
の
方
が
高
く
な
る
よ
う
に
す
る
。

②

玉
串
を
捧
げ
る
案
の
前
へ
進
み
、
一
揖
（
軽
い
お
じ
ぎ
）
す
る
。

あ
ん

い
ち
ゆ
う

③

玉
串
の
根
元
が
自
分
が
い
る
方
向
に
向
く
よ
う
に
右
手
を
引
き
（
葉

先
が
神
前
に
向
か
う

、
左
手
も
根
元
に
持
ち
替
え
て
祈
念
す
る
。

）

④

右
手
で
玉
串
の
葉
先
を
持
ち
、
時
計
回
り
に
玉
串
を
回
し
て
根
元
が

神
前
に
向
か
う
よ
う
に
す
る

（
左
手
は
根
元
を
持
っ
た
ま
ま
）

。

⑤

玉
串
を
案
の
上
に
置
き
、
二
礼
二
拍
手
一
礼
を
し
、
再
び
一
揖
し
て

い
ち
ゆ
う

元
の
席
に
戻
る
。

３
、
玉
串
の
準
備
数

例

祭

本

新
嘗
祭
・
新
年
祭
・
祈
念
祭

本

27

25

月
次
祭

８
本
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六

神
饌
（
御
供
え
）
の
並
べ
方

し
ん
せ
ん

１
、
大
祭
（
例
祭
・
新
嘗
祭
・
祈
念
祭
）
と
新
年
祭

①

洗
米
・
酒
・
水
・
塩

②

餅
（
一
人
二
個
ず
つ
、
区
会
議
員
数
に
予
備
を
加
え
る
）

③

海
の
物
（
鯛
）

④

乾
物
（
す
る
め
、
椎
茸
、
昆
布
）

⑤

野
の
物
（
大
根
・
人
参
・
筍
ま
た
は
里
芋
）

⑥

山
の
物
（
バ
ナ
ナ
、
林
檎
）

２
、
月
次
祭

①

洗
米
・
酒
・
水
・
塩

②

海
の
物
（
魚
介
・
海
菜
）

ぎ
よ
か
い

か
い
さ
い

③

野
の
物
（
野
菜

・
山
の
物
（
果
物
・
椎
茸
）

）

- 14 -

大
祭
（
例
祭
・
新
嘗
祭
・
祈
念
祭
）

月
次
祭

中
祭
（
新
年
祭
）

バ
ナ
ナ

⑥

海
の
物

②

②

餅

ス
ル
メ

④

殿

酒

塩

椎
茸
・
昆
布

殿

酒

塩

①

①

米

本

酒

水

本

酒

水

米

大
根
・
筍

⑤

鯛

野
の
物

③

③

林
檎

山
の
物

⑦
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七

そ
の
他

１
、
神
社
境
内
・
社
殿
を
時
々
見
回
り
、
倒
木
・
落
枝
・
煙
草
の
吸
殻
（
処

理

・
境
内
お
よ
び
社
殿
の
異
常
の
有
無
の
確
認
な
ど
、
維
持
管
理
に
努

）
め
る
。

２
、
境
内
の
落
葉
樹
の
落
ち
葉
な
ど
の
処
理
は
、
近
隣
の
住
民
の
迷
惑
に
な

ら
ぬ
よ
う
考
慮
す
る
。

３
、
神
火
祭
の
折
り
、
参
詣
者
が
持
参
す
る
注
連
縄
の
飾
り
な
ど
で
、
ダ
イ

し
ん

か

さ
い

し

め

な
わ

、

、

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
は
焼
却
せ
ず

分
別
収
集
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
。

- 16 -

八

参
考
資
料

１
、
神
社
の
概
要

名
称

藤
之
宮

所
在
地

江
南
市
赤
童
子
町
藤
宮
四
十
番
地
の
一

祭
神

舎
人
親
王
（
崇
道
人
敬
皇
帝
）

と

ね
り
し
ん
の
う

す

ど
う
じ
ん
け
い
こ
う
て
い

早
良
親
王
（
崇
道
天
皇
）

さ

わ
ら
し
ん
の
う

す

ど
う
て
ん
の
う

伊
豫
親
王

い

よ

し
ん
の
う

伊
弉
冉

尊

（
伊
邪
邦
美
命
）

い

ざ
な
み
の
み
こ
と

大

己

貴

尊

（
大
国
主
命
）

お
お
な
む
ち

の

み
こ
と

天

忍
穂

耳

尊

（
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天

忍

穂

耳

尊
）

あ
め
の
お
し

ほ

み
み
の
み
こ
と

ま
さ

か

あ

か
つ
か
つ
は
や

び

あ
ま
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

天

照

大
御
神
（
大
日
霊
貴
神
）

あ
ま
て
ら
す
お
お

み

か
み

お
お
ひ
る
の
む
ち
の
か
み
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創
立

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
年
）
以
前

境
内
地

六
二
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
九
〇
〇
坪
）

建
物

本

殿

流

造

銅
板
葺

三
・
四
九
㎡

な
が
れ
つ
く
り
ど
う
ば
ん
ぶ
き

祭
文
殿

切
妻

造

瓦

葺

二
七
・
六
六
㎡

さ
い
も
ん
で
ん

き
り
づ
ま
づ
く
り
か
わ
ら
ぶ
き

拝

殿

入
母
屋

造

瓦

葺

二
一
・
五
五
㎡

い
り

も

や

づ
く
り
か
わ
ら
ぶ
き

宝
物
殿

片

流

折
版
葺

二
一
・
〇
五
㎡

か
た
な
が
れ
せ
つ
ぱ
ん
ぶ
き

手
水
舎

切
妻
造
瓦
葺

四
・
五
五
㎡

て

み
ず

や

社
務
所

切
妻
造
瓦
葺

二
九
九
・
八
二
㎡

境
内
社

津
島
社

素
戔
嗚

尊

（
建
速
須
佐
之
男

命

）

す

さ
の
お
の
み
こ
と

た
け
は
や

す

さ

の

お
の
み
こ
と

秋
葉
社

火
之
迦
具
土
命
（
迦
具
土
神
）

ほ

の

か

ぐ

つ

ち

の

み

こ

と

旧
社
格

村

社

十
四
級
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祭
礼

新
年
祭

一
月
一
日

神
火
祭

一
月
十
四
日

し
ん

か

さ
い

例
祭

四
月
第
三
日
曜
日
（
旧
来
は
十
月
十
八
日
）

神
送
り

旧
暦
九
月
晦
日

み
そ

か

神
迎
え

旧
暦
十
月
晦
日

み
そ

か

月
次
祭

毎
月
第
一
又
は
第
二
日
曜
日
（
但
し
、
新
年
祭
・

つ
き
な
み
さ
い

例
祭
の
月
は
除
く
。
旧
来
は
毎
月
十
一
日
）

神
職

江
南
市
今
市
場
町
秋
津
四
〇

０
９
０

１
２
８
３

１
２
３
９

（
若
宮
八
幡
宮
宮
司
）
大
野

暖
史

氏
子

約
一
〇
六
〇
戸
（
平
成
二
十
八
年
現
在
）

総
代

六
名
（
任
期

原
則
は
二
年
）

Owner
矩形

Owner
矩形

Owner
矩形

Owner
矩形
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２
、
藤
之
宮
の
由
緒

寛
文
十
二
年

一
六
七
二
年

に
成
立
し
た
尾
張
藩
撰
の
調
査
記
録

寛

（

）

「
か
ん

文
村
々

覚

書
」
に
は
、
既
に
「
藤
の
宮
大
明
神
」
の
名
が
見
ら
れ
る
こ

ぶ
ん
む
ら
む
ら
お
ぼ
え
が
き

と
か
ら
、
藤
之
宮
は
そ
れ
以
前
に
創
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当

神
社
の
記
録
で
は
、
そ
の
四
年
後
の
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
年
）
七
月
吉

「

」

。

祥
日

奉

上

葺
・
富
士
大
権
現

と
記
さ
れ
た
棟
札
が
最
古
で
あ
る

う
わ
ぶ
き
た
て
ま
つ
る

む
な
ふ
だ

、

、

当
神
社
の
本
殿
に
祀
ら
れ
た
祭
神
の
う
ち

早
良
親
王
・
伊
豫
親
王
は

ま
つ

さ

わ
ら
し
ん
の
う

い

よ

し
ん
の
う

御

霊

信
仰
の
祭
神
の
典
型
と
し
て
京
都
市
中
京
区
下
御
霊
前
町
の
下
御

ご

り
よ
う
し
ん
こ
う

霊
神
社
を
始
め
、
各
地
の
御
霊
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
舎
人
親
王
を

ま
つ

と

ね
り
し
ん
の
う

祀
る
神
社
は
、
京
都
市
伏
見
区
深
草
鳥
居
崎
町
に
鎮
座
す
る
「

藤

森
神

ま
つ

ふ
じ
の
も
り
じ
ん

社
」
を
本
宮
と
す
る
数
社
の
み
で
あ
り
、
同
社
が
早
良
・
伊
豫
両
親
王
を

じ
や

さ

わ
ら

い

よ

併
せ
祀
る
こ
と
か
ら
し
て
、
当
神
社
も
同
社
の
分
霊
を
勧

請

し
て
祀
っ

ま
つ

ぶ
ん
れ
い

か
ん
じ
よ
う

ま
つ
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た
も
の
と
思
わ
れ
る

「

藤

森
神
社
」
は
平
安
遷
都
以
前
よ
り
祀
ら
れ

。

ふ
じ
の
も
り
じ
ん
じ
や

ま
つ

て
い
る
古
社
で
あ
り
、
近
郊
に
あ
っ
た
三
つ
の
社
が
合
祀
さ
れ
、
現
在
の

ご
う

し

藤

森
神
社
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め

藤

森
神
社
に
は
、
性
格
の
異
な
る
祭

ふ
じ
の
も
り
じ
ん
じ
や

ふ
じ
の
も
り
じ
ん
じ
や

神
を
祀
る
こ
と
に
な
り
、
当
藤
之
宮
神
社
も
同
じ
性
格
を
持
つ
こ
と
と
な

ま
つ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
神
社
に
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年

「
奉
修
理
・
白
山
宮

、

）

」

寛
永
六
年
（
一
七
〇
九
年

「
奉
遷
宮
・
白
山
妙
理
権
現

「
奉
勧
請
・

）

」
、

は
く
さ
ん
み
よ
う
り
ご
ん
げ
ん

白
山
権
現
」
と
記
さ
れ
た
棟
札
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
棟
札
に
記
さ
れ
た

、

「

」

種
字
か
ら

前
の
二
枚
は
修
理
・
遷
宮
に
関
す
る
本
地
仏

十
一
面
観
音

し
ゆ

じ

に
関
す
る
も
の
で
、
垂

迹

神
は
「
伊
弉
冉

尊

」
で
あ
る
。
後
の
も
の
は

す
い
じ
や
く

い

ざ
な
み
の
み
こ
と

「

」

、

勧
請
に
関
す
る
本
地
仏

阿
弥
陀
如
来
・

聖

観
音

に
関
す
る
も
の
で

あ

み

だ

に
よ
ら
い

し
よ
う
か
ん
の
ん

垂
迹
神
は
そ
れ
ぞ
れ
「

天

忍
穂

耳

尊

・
大

己

貴

尊

」
で
あ
っ
て
当

あ
め
の
お
し

ほ

み
み
の
み
こ
と

お
お
な
む
ち

の

み
こ
と
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神
社
の
「
白
山
社
」
合
祀
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
白
山
三
所

ご
う

し

権
現

（
白
山
妙
理
権
現
＝
十
一
面
観
音
菩
薩
、
大
行
事
権
現
（
垂

迹

」

は
く
さ
ん
み
よ
う
り
ご
ん
げ
ん

す
い
じ
や
く

は
菊
理
媛
神
）
＝

聖

観
音
菩
薩
、
大

汝

権
現
（
大
己
貴
尊
）
＝
（
阿
弥

く
く
り
ひ
め
の
か
み

し
よ
う
か
ん
の
ん

お
お
な
ん
ぢ

陀
如
来
）
を
示
し
て
い
る
。

当
神
社
に
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
「
村
社
伍
位
神
明
社
ヲ

ご

い

し
ん
め
い
し
や

」

、
、

（

）

村
社
藤
ノ
宮
エ
鎮
座

と
す
る
棟
札
も
あ
り

神
明
社

天
照
大
御
神

し
ん
め
い
し
や

を
合
祀
し
て
い
る
。
こ
の
神
明
社
に
つ
い
て
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九

ご
う

し

し
ん
め
い
し
や

年

「
奉
建
立
・
神
明
社
」
と
記
さ
れ
た
棟
札
が
あ
り
、
こ
れ
は
合
祀
時

）

し
ん
め
い
し
や

ご
う

し

に
引
継
ぎ
保
管
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

境
内
社
の
津
島
社
「
素
戔
嗚

尊

、
秋
葉
社
「
火
之
迦
具
土
命
」
は
、

」

す

さ
の
お
の
み
こ
と

ほ

の

か

ぐ

つ

ち

の

み

こ

と

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
年
）
土
地
改
良
施
工
に
際
し
て
、
赤
童
子
町
南

山
の
地
か
ら
移
転
し
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
つ
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こ
の
二
社
と
並
ん
で

「
太
神
宮
」
と
記
し
た
石
碑
が
あ
る
が
、
こ
れ

、
だ
い
じ
ん
ぐ
う

は
、
赤
童
子
町
藤
西
の
地
か
ら
移
転
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

棟

（
お
う

せ
ん
だ
ん

ち
・
栴
檀
）
の
大
木
を
江
戸
時
代
後
期
に
伐
採
し
た
跡
に
碑
を
建
て
、
伊い

勢

棟
と
し
て
祀
っ
て
い
た
土
俗
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

せ
せ
ん
だ
ん

ま
つ

現
在
の
当
神
社
の
本
殿
（
神
殿
）
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
新

築
し
、
屋
根
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
銅
板
葺
に
葺
替
を
し
た

。

、

（

）

、

も
の
で
あ
る

祭
文
殿
は

昭
和
二
十
七
年

一
九
五
二
年

に
新
築
し

さ
い
も
ん
で
ん

拝
殿
は
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
年
）
新
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
敗
戦
と
共
に
、
国
家
が
神
社
を
管
理
す

る
時
代
が
終
わ
り
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）
宗
教
法
人
法
の
公

布
に
伴
い
、
当
神
社
は
宗
教
法
人
と
し
て

「
藤
之
宮
」
を
設
立
し
、
昭

、

和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
年
）
法
人
登
記
を
終
え
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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３
、
主
な
祭
神

舎
人
親
王

と

ね
り
し
ん
の
う

当
神
社
の
主
祭
神
「
舎
人
親
王
」
は
文
武
両
道
に
秀
で
た
方
で
あ
り
、

と

ね
り
し
ん
の
う

両
親
が
我
が
子
に
あ
っ
て
欲
し
い
と
望
む
資
質
を
備
え
た
方
で
あ
る
。
養

老
四
年
（
七
二
〇
年
）
五
月
に
は
自
ら
が
編
集
を
総
裁
し
た
、
日
本
に
伝

存
す
る
最
古
の
正
史
『
日
本
書
紀
』
を
奏
上
。
同
年
八
月
、
当
時
の
朝
廷

の
実
力
者
で
あ
っ
た
右
大
臣
藤
原
不
比
等
の
薨
去
に
伴
い
、
知
太

政

官

ふ

ひ

と

こ
う
き
よ

ち

だ

じ
よ
う
か
ん

事
（
太
政
官
の
長
官
と
し
て
万
機
を
総
攬
す
る
官
職
）
に
就
任
し
、
右
大

じ

そ
う
ら
ん

臣
（
の
ち
左
大
臣
）
の
長
屋
王
と
と
も
に
皇
親
政
権
を
樹
立
す
る
。

な
が

や

お
う

早
良
親
王
・
伊
豫
親
王

さ

わ
ら
し
ん
の
う

い

よ

し
ん
の
う

こ
の
お
二
人
は
御
霊
神
社
の
祭
神
と
し
て
有
名
。
共
に
政
変
に
破
れ
、

、

。「

」

冤
罪
を
被
り

死
後
朝
廷
に
祟
り
を
招
く
怨
霊
と
な
っ
た

時
の
朝
廷

た
た
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が
、
そ
の
怨
霊
を
慰
撫
す
る
た
め
に
建
て
た
の
が
御
霊
神
社
の
始
ま
り
で

あ
る
。
そ
の
後
、
本
来
の
目
的
ば
か
り
で
な
く
、
巨
大
な
力
を
有
す
る
祟た

た

り
神
は
、
適
切
に
祀
ら
れ
る
こ
と
で
よ
り
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
神
と

ま
つ

な
る
と
い
う
信
仰
が
御
霊
信
仰
の
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

早
良
親
王
が
天
応
元
年
（
七
八
一
年

、
皇
太
子
に
な
ら
れ
た
と
き
、

）

さ

わ
ら
し
ん
の
う

蝦
夷
の
反
乱
が
起
こ
り
、
征
討
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
藤
森
神
社
に
詣
で
戦

勝
を
祈
願
さ
れ
、
出
陣
し
よ
う
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た

反
乱
軍
は
畏
怖
し
、
乱
は
戦
わ
ず
し
て
平
定
さ
れ
た
と
い
う
。
親
王
は
英

武
の
方
で
あ
ら
れ
た
が
、
延
暦
四
年(

七
八
五
年

、
藤

原

種
継
暗
殺
事

）
ふ
じ
は
ら
の
た
ね
つ
ぐ

件
に
連
座
し
た
と
し
て
、
淡
路
に
流
さ
れ
る
途
中
、
冤
罪
に
対
す
る
怨
み

え
ん
ざ
い

を
の
ん
で
薨
去
さ
れ
た
。
延
暦
十
九
年
（
八
〇
〇
年

、
親
王
の
霊
を
鎮

）

こ
う
き
よ

魂
す
る
た
め
、
崇
道
天
皇
と
諡
号
さ
れ
、
塚
本
の
地
（
京
都
市
東
山
区
本

し

ご
う
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町
十
六
丁
目
）
に
祀
ら
れ
た
が
そ
の
神
社
が
焼
失
し
た
た
め
、
後
に

藤

ま
つ

ふ
じ
の

森
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
現
在
は

藤

森
神
社
の
西
殿
に
鎮
座
。

も
り
じ
ん
じ
や

ご
う

し

ふ
じ
の
も
り
じ
ん
じ
や

伊
豫
親
王
は
大
同
元
年
（
八
〇
六
年
）
中

務

卿

兼
大
宰
帥
に
任
ぜ
ら

い

よ

し
ん
の
う

な
か
つ
か
さ
き
よ
う

だ
ざ
い
の
そ
ち

れ
る
。
し
か
し
、
翌
大
同
二
年
（
八
〇
七
年
）
反
逆
の
首
謀
者
で
あ
る
と

し
て
母
の
藤

原

吉
子
と
と
も
に
川
原
寺
（
弘
福
寺
）
に
幽
閉
さ
れ
、
親

ふ
じ
は
ら
の
よ
し

こ

王
は
絶
食
し
た
後
、
毒
を
飲
ん
で
自
害
し
た
。
異
母
兄
平
城
天
皇
の
側
近

で
あ
っ
た
藤
原
式
家
の
藤

原

仲
成
に
操
ら
れ
た
藤

原

宗
成
の
讒
訴
に
よ

ふ
じ
は
ら
し
き

け

ふ
じ
は
ら
の
な
か
な
り

ふ
じ
は
ら
の
む
ね
な
り

ざ
ん

そ

り
に
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
（
伊
予
親
王
の
変
）
と
い
う
。
後
に
親
王
の
無
実

が
判
明
し
、
承
和
六
年
（
八
三
九
年
）
に
一
品
が
親
王
の
霊
を
鎮
魂
す
る

た
め
追
贈
さ
れ
た
。
井
上
内
親
王
（
難
波
内
親
王
を
呪
詛
し
殺
害
し
た
と

い
の

え

な

に
わ

い
う
嫌
疑
が
掛
け
ら
れ
、
幽
閉
先
で
子
の
他
戸
親
王
と
同
日
に
薨
去

、
）

お
さ

べ

し
ん
の
う

こ
う
き
よ

早
良
親
王
と
同
じ
く

藤

森
神
社
の
西
殿
に
鎮
座
。

さ

わ
ら
し
ん
の
う

ふ
じ
の
も
り
じ
ん
じ
や
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天

照

大
御
神

あ
ま
て
ら
す
お
お

み

か
み

皇
室
の
祖
神
で
、
日
本
国
民
の
総
氏
神
と
言
わ
れ
て
い
る
女
神
。
宗
教

法
人
「
藤
之
宮
」
を
設
立
し
、
そ
の
法
人
登
記
の
際
、
法
人
の
設
立
目
的

に
「
天
照
大
御
神
外
三
神
を
奉
斎
し
・
・
・
」
と
あ
り
主
祭
神
と
思
わ
れ

ほ
か

ほ
う
さ
い

、

。

、

が
ち
だ
が

神
明
社
は
大
正
期
に
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

神
明
社
は

し
ん
め
い
し
や

ご
う

し

し
ん
め
い
し
や

伊
勢
神
宮
内
宮
（
三
重
県
伊
勢
市
）
の
分
霊
（
天
照
大
神
の
神
霊
）
を
祀

る
神
社
で
あ
る
。
皇
大
神
社
、
天
祖
神
社
な
ど
と
も
い
い
、
通
称
と
し
て

こ
う
た
い
じ
ん
じ
や

て
ん

そ

じ
ん
じ
や

「
お
伊
勢
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

玉
串
の
紙
垂
の
裁
ち
か
た
・
作
り
方

①

し

で

紙
垂
の
裁
ち
方
に
は
、
様
々
の
方
法
が
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
る
榊
・
幣
串
・
紙
な
ど
の
大
き
さ

し

で

に
よ
り
、
そ
の
仕
様
に
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般
的
な
も
の
を
例
と
し
て
記
す
。
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１
、
和
半
紙
を
四
分
の
一
に
切
り
離
し
、
そ
れ
を
半
分

に
折
り
二
枚
重
ね
に
す
る
。

２
、
折
り
目
を
左
側
（
紙
の
目
を
縦
に
）
に
し
て
、
図

の
よ
う
（
四
等
分
）
に
三
分
の
一
程
残
し
て
切
り
込
み

を
入
れ
る
。

３

「
イ
」
を
左
手
で
お
さ
え

「
ロ
」
を
手
前
に
折
り
、

、

、

以
下
順
に
。

４
、
上
か
ら
下
に
垂
れ
る
よ
う
に
折
り
下
げ
る
。
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紙
垂
の
裁
ち
方

②

折
り
方
は
①
同
様
に
行
う
。
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藤
之
宮
神
社
主
な
取
引
業
者
一
覧

《

》

年
度
末
会
計
監
査

江
南
市
赤
童
子
南
山
一
五
四

０
５
８
７
（
５
５
）
７
１
８
８

飯
島
税
理
士
事
務
所

《

》

社
殿
神
社
調
度
品
、
神
祭
具

御
装
束

日
進
市
岩
崎
町
ケ
カ
チ
四
の
三

０
５
６
１
（
７
４
）
５
１
１
０

伊
藤
商
会

《

》

境
内
樹
木
手
入
れ

江
南
市
島
宮
町
郷
内
一
九
三
番
地

０
５
８
７
（
５
６
）
４
０
７
２

武
田
造
園

《

》

幟
、
幕
の
制
作
修
繕

岩
倉
市
中
本
町
中
市
場
２
６
－
１

０
５
８
７
（
３
７
）
０
４
４
４

中
島
屋
幟
店

《

》

祭
り
半

纏

は
ん
て
ん

江
南
市
赤
童
子
町
藤
宮

０
５
８
７
（
５
５
）
４
６
０
７

福
俊
商
店

《

》

神
社
仏
閣

一
般
住
宅

屋
根
葺
工
事
一
式
請
負

岩
倉
市
本
町
宮
東1

番
地

０
５
８
７
（
３
７
）
１
０
１
５

関
戸
瓦
店

Owner
矩形
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犯
し
た
罪
・
穢
れ
を
祓
う
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
祝
詞

祓

詞

（
神
社
本
庁
例
文
）

は
ら
い
こ
と
ば

の
り

と

掛
ま
く
も

畏

き

伊
邪
那
岐
の
大

神

筑
紫
の
日
向
の

橘

の
小
戸
の
阿
波
岐

原
に

か
け

か
し
こ

い

ざ

な

ぎ

お
お
か
み
ち
く

し

ひ

む
か

た
ち
ば
な

お

ど

あ

は

ぎ
が
は
ら

禊

祓
へ
給
ひ
し
時
に

生
り
坐
せ
る
祓
へ
戸
の
大

神
た
ち

諸

々
の
禍

事
・
罪
・

み
そ
ぎ
は
ら

た
ま

と
き

な

ま

は
ら

ど

お
ほ
か
み

も
ろ
も
ろ

ま
が
ご
と

つ
み

穢
れ
あ
ら
む
を
ば
祓
へ
給
ひ
清
め
給
へ
と

白
す
こ
と
を
聞

召
せ
と

恐

み

恐

み
も

け
が

は
ら

た
ま

き
よ

た
ま

ま
を

き
こ
し
め

か
し
こ

か
し
こ

白
す
。

ま
お

《
訳
文
》
そ
の
お
名
前
を
口
に
出
し
て
お
呼
び
申
し
上
げ
る
の
も
畏
れ
多
い
イ
ザ
ナ
ギ
の
大
神
さ

ま
が
、
死
者
の
住
む
黄
泉
国
を
訪
ね
て
御
身
が
穢
れ
た
た
め
、
筑
紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸

の
阿
波
岐
原
と
い
う
浜
辺
で
水
を
浴
び
、
禊
ぎ
を
し
て
ツ
ミ
や
ケ
ガ
レ
を
取
り
払
い
、
心

身
を
清
め
な
さ
れ
た
と
き
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
祓
戸
大
神
た
ち
よ
！

こ
れ
ら
の
神
の

御
神
徳
に
よ
っ
て
、
私
達
の
犯
し
た
罪
や
心
身
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
下
さ
い
と
の
奏
上

を
お
聞
き
届
け
く
だ
さ
い
と
、
恐
れ
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
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祭
祀
の
際
奏
上
さ
れ
る
祝
詞

②
祝
詞
（
神
社
本
庁
例
文
）

の
り

と

さ
い

し

の
り

と

掛
ま
く
も

畏

き

「
藤
之
宮
」
神

社

の
大
前
を

拝

み

奉

り
て

か
け

か
し
こ

か
む
や
し
ろ

お
お
ま
へ

を
ろ
が

た
て
ま
つ

恐

み

恐

も
白
さ
く

か
し
こ

か
し
こ

ま
を

大
神
等
の
広
き
厚
き
御
恵
み
を

辱

な
み

奉

り

お
ほ
か
み
た
ち

ひ
ろ

あ
つ

み

め
ぐ

か
た
じ
け

た
て
ま
つ

高
き

尊

き
神
教
へ
の
ま
に
ま
に

天

皇
を
仰
ぎ

奉

り

た
か

た
ふ
と

み

を
し

す
め
ら
み
こ
と

あ
ふ

た
て
ま
つ

直
き
正
し
き
真

心

も
ち
て

誠

の
道
に
違
ふ
こ
と
な
く

な
ほ

た
だ

ま

ご
こ
ろ

ま
こ
と

み
ち

た
が

負
ひ
持
つ
業
に

励

し
め
給
ひ

お

も

わ
ざ

は
げ
ま

た
ま

家
門
高
く
身
健
や
か
に

い
へ
か
ど
た
か

み

す
こ

世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
さ
し
め
給
へ
と

恐

み

恐

も
白
す

よ

ひ
と

つ
く

た
ま

か
し
こ

か
し
こ

ま
を

《
訳
文
》

そ
の
お
名
前
を
口
に
出
し
て
お
呼
び
申
し
上
げ
る
の
も
畏
れ
多
い
藤
之
宮
神
社
の
ご
神
前

に
恐
れ
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
は
、
大
神
様
の
高
く
尊
い
ご
神
徳
の
お
蔭
を
敬
仰
申
し



上
げ
誉
め
称
え
ま
す
氏
子
崇
敬
者
一
同
が
（
ご
神
前
に
集
ま
り

、
神
の
お
導
き
に
従
い
、

）

ま
た
、
天
皇
の
広
大
で
深
厚
な
ご
神
徳
の
お
恵
み
を
、
い
よ
い
よ
遠
く
永
く
賜
り
ま
し
て
、

（
日
本
の
国
の
隅
々
に
ま
で
住
ま
う
と
こ
ろ
の
国
民
一
人
一
人
に
至
る
ま
で
）
清
く
明
る
く

直
く
正
し
い
心
を
も
っ
て

（
神
々
の
仰
せ
言
に
従
い
）
人
と
し
て
の
真
実
の
生
き
方
に
外

、

ま
こ
と

れ
る
こ
と
な
く
、
負
い
持
っ
て
い
る
職
業
に
勤
め
励
み
、
子
孫
が
代
々
絶
え
る
こ
と
な
く
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
立
ち
栄
え
な
が
ら
、
今
よ
り
一
層
世
の
中
の
人
々
の
幸
福
を
希
求
さ
せ

て
下
さ
い
ま
せ
と
、
恐
れ
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
八
年
丙
申
閏
歳

令
和

三
年
辛
丑
歳

増
補
・
改
訂
版

藤
之
宮

氏
子
総
代
会

文
責

鈴
木

章
夫

注
、
本
文
書
は
藤
井
清
彦
氏
の
「
総
代
行
事
控
」
を
基
に
、

変
更
点
を
改
訂
し
、
新
た
に
参
考
資
料
を
増
補
し
た
も
の

で
あ
る

「
紙
垂
の
裁
ち
か
た
・
作
り
方
」
は
ネ
ッ
ト
上

。

に
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
考
に
し
た
。


